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人間福祉学研究　第 12 巻第 1号　2019．12
である．つまり，賃労働によって社会的なアイデ
ンティティを獲得できる人がごく一部になる「第
二の近代」においては，賃労働に限定されない社
会への参加の在り方が必然的に問われることにな
る．社会的起業やNPOなど，自らの労働（有償
労働に限定されない）に社会的意義を付与する活
動への支援が重要になってくるのである．
　本書は，「福祉」の正当化問題―なぜ社会や利
用者から「福祉」が必要だといえるのか―につい
て論じた．あとがきでも触れたがこの問いそのも
のは，草創期の社会福祉学にとっては馴染みの
テーマであったが，近年はほとんど論じられてい
ない問いである．しかし，一見自明に思えるこの
問いこそが社会福祉学原論が取り組むべき主要
テーマであり，「第二の近代化」の進展はますま
すその必要性を高めていると考える．本書がこの
問いにかかわる論争の契機になればと思っている．
　最後になりましたが，丁寧な書評をしていただ
いた細井勇先生に感謝いたします．先生からの問
いに十分にご返答できていないかと思いますがお
許し下さい．また本書を，書評として取り上げて
いただいた編集委員会にも心より御礼申し上げま
す．
